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曳 航 式 深 海 Ｔ Ｖ シ ス テ ム お よ び 潜 水 調 査 船 「 し ん か

い2000 」 に よ る 表 在 性 メ ガ ロ ベ ン ト ス 分 布 密 度 推

定 の 試 み

橋本 惇 ｌ゙　 堀田　 宏 ゛’

1983 年Ic富山陶において●艫式深海ＴＶ システムと潜水凋査「しんかい200

0 」１てよる一・ の深海生物籌耆が実綸された。本報告は富山湾漸深海帯･こおけるＴ

Ｖや写輿で記録可能な表龕性メガ０べ冫トス相およびそれらの分布腐度推定につい

て述べている。

今回 の屑壺では曳航ｔ麗海ＴＶシステム|こよる1961 枚の写真。「しんかい2000 」

による1172 枚 の写輿，４畤問のビデオテープおよび目視取察1こより種の同定を行

い，曳航式課海ＴＶシステムによる１５時間（釣24.800nf ）の連続TVM を基

|こ表在性メガロベントスの分布密度を推定した。碍られた結果は次の通りである｡

Ⅲ 確肥された表在性メガロベントスは61 欄であった｡

12｝ ノロゲングは, 各海面|こおいて一般的な魚鱗であり,その分布密度は100.98

個体／1.000 ㎡ を示した。

（31 ズワイガエは水深５８０ｍ以浅，ベニズワイガａは水深４７５ｍｊａ深で観察さ

れ，おのおのの分41窰皮は,  2.3 4個体／|,000m2 ，20.89 倒体／ｌ,０００ｍ２を示

した。

｛･｝£16&ｓs ｕ ｓlｓsl･ensis は水深450 ～I,100・ の軟 泥質の海庭に多く植息

しており。水深1.000m の海底では168.16 個体／|,０００ｍｌと高い値を記録した。

曳航式深海ＴＶシステム祀よる・ 査は。従来の手法により得られたデータを抽促す

ることが不可欠である。 しかし，このシステムによる深海峨の表在牲メガロベ冫ト

スの圃査は有効であり，梅健を乱すことが少なく，かつ，広範囲を繝麑できるこの

興盍手法は，定Ｉ 的な研究|こ特1て有効であることか置明された。

An  Attempt  of Density Estimation of MegaJoEpibenthos

by  the Deep  Towed  TV  System  and the Deep  Sea Research Submersible

"SHINKAJ  2000"

Jun  Hashimoto*2  Hiroshi  Hotta**

1a  l9s3,  a series of surveys for deep sea organisms by the deep Cowed  TV

system  and  Che deep sea research submersible vehicle "SHINKAI  2000 ° was

carried out in Toyama  Bay.

The  present paper provides a general description of the megafaunal  taxa

’１　海洋科学技術セｙター深海研究鄙

゛２　Deep Sea Research Department,  Japan  Marine Science and Technology Center
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(animals  Urge enough  to be recorded in TV  and  photographs) and density

estimation of megalo-epibenthos seen in the bathyal zone of Toyama  Bay.

1961  photographs  by the deep towed  TV  system, and 1172  photographs,

4  hours video tape and direct observation by "SHINKA12000"  were used for

identification of  megalo-epibenthos. In  addition, population densities of

these benthos  were counted  on the base of 15 hours  (approx. 24800  m*)

continuous  video tape by the deep towed  TV  system. Hie  obtained results

are as follows;

1. Recorded  megalo-epibenthos are composed  of 61 species.

2. The  eelpouts, Attobpis Holland! is a very common  fish at the all stations,

and  its population density was estimated 100.98/1000  ma.

3. Population  densities of  the deep  sea zuwai  crabs, Chionoecetes optifo

(580  m  depth  above), C  faponicus (475 m  depth below) were estimated

2.34/1000  m2,20.89/1000  m*.  respectively.

4. The  Hippolytidac shrimp, Lebbeus  unataskensts was abundant  In muddy

habitats between  450  m  and 1100  m  depth, and it's population density

of  168.16/1000  m2 at 1000 m  depth station was recorded.

This  study  proved  that survey of the deep towed  TV  system conjoined

with  conventional  methods  was  one  of  effective methods  for studies of

megalo-epibenthos  at deep sea area, especially for quantitative study because

of  its least disturbing nature and its wide surveying area.

1. は じ め に

これまで深海域に棲息するメガロベｙトスに閧

する調査研究は．トロール，ドレッジ等により得

られたデータを基に行われてきた．

しかし．トロールなど従来の手法による調査で

は，サンプリング効傘などに問題があり．その定

量的調査の精度については疑問が残されているい

その後．深海カメラが発達し． スティル写真と

従来の手法により得られたデータとを相補わせる

ことにより，精度の高い表在性メガロベントス|こ

関する定暈的な調査が可能となった冫)4)S)S)

海洋科学技術センターでは，潜水調査船｢ しん

かい2000｣ の潜航予定海域について． 精密音響

測深儀，曳航式側方探査ソーナーシステムおよび

曳航式深海ＴＶシステムなどによる潜航前調査を

実施している。本報告は，曳航式深海ＴＶ システ

ムおよび「 しんかい2000 」により得られたTV

画像。 スティル写真。目視観察記録など光学的デ

ータを基に行った表在性メガロベｙトスの分布密

度椎宙の賦みである。

2. 材料および方法

曳航式深海Ｔ Ｖシステムは。深海ＴＶカメラ，

深海スティルカメラを搭載した･曳航体と船上ユニ

ットで構成される。曳航体は直径17.5m/m. 長さ

4,000 m の二飛皚装同輸ケープで曳航される。 船

上ユニットからは。この同軸ケーブルを通して曳

航体に電力供給，コマンドシグナルの送信が行わ

れ。同時に，曳航体からは船上ユニットにリアル

タイムで海底の情報シグナルが送信される。そし



て。船上ユニットのＴＶモニターを深海カメラの

ファインダーとして写真撮影を行 うことができる。

写真1.および写真2.に曳航式深梅Ｔ Ｖシステムの

曳航体と船上ユニットを示す。

1983年７月～８月Ｒ:富山湾の図1.に示す＠～⑤

の７海面において。曳航式深海ＴＶシステムによ

る鯛査と「しんかい2000 」による９回の潜航調

査が実施された。その桔果。曳航式深海Ｔ Ｖシス

テムSこよる15時間の連続ＴＶ画像と，1,961 枚の

スティル写輿および「しんかい2000 」によ る４

時間のＴＶ画像と1.172  ffcのスティル写真が得ら

れた。

本報告では，主として。 曳航式深海ＴＶシステ

ムによる連続ＴＶ画像から表在性メガロベント ス

を計致し。 スティル写真および「しんかい2000 」

によるＴ Ｖ画像と目視観察記録を基に種の同定を

行った。そして。調査面積は曳航体の海底からの

平均高度およびトラ;／スポンダ航法による曳航体

の航跡から求め，表在性メガロベントスの分布密

度の推定を行った。

図 １　綢 査 海 域

Location of TV ＆

photographic stations

JAMSTECTR DEEPSEA ＲＥＳＥＡＲＣＨ （１９８Ｓ）

3， 結　　 果

今回の調査で確認された表在性メガロベｙトス

は61極であり， その内 訳は魚類17種，棘皮 助物15

種。甲殻類11種，軟体動物８種。その他10 種であ

った。表－１にその リストを示す。

また，その蠡在性メガロペント スを12の主要グ

ループに分け, 1.000 ㎡当りの分布密度を海面ご

とにまとめ，表2.に示した。 ただし，表2.からは

ＴＶ両像やスティル写真から計数困鮭なものおよ

び偶来的なものは除いてある。

3,1　 飼査海面の性状

(1) A 海 面

石川県赤崎東沖の水深220 ～290 m の海面であ

り。梅底は平たんで厚い緑褐色の軟泥に覆われてい

る。この海面では曳航式深海ＴＶシステ ムにより，

2.924.6㎡のＴ Ｖ画像と142 枚のスティル写真が

得られた。

梅底面にはOPhiura ｓrｊ･･iを主とする蛇kl類

が優占的に棲息しており｡142 枚のスティル写真

により23.166.70 個体/1000 ㎡という極めて高い

分布密度が得られた。 また。異尾類6 243.79 個体

/1,000 ㎡と比 佼的 高い値を 示している。 短尾頭

はすべて ズワイガニであり｡266  m以潭で成体7)

み観察され。 分布密皮は5.13 個体/1,000 ㎡ であ

った。 長足順はすべてエビジャコ類である。魚頓

としてはゲｙゲ類とカレイ順がほとんどであり。

水深270 ～280m を境にして。 それ以深ではゲｙ

ゲ類のみ。それ以浅ではカレイ類のみの棲息が認

められた｡ゲソゲ類の分布密度は8.55 個体/1,000

㎡を示し， ノロゲングとアゴゲングがほぼ１対ｌ

の割り合いで認められた。またカレイ頸の分布密

度は12.31 個体/1,000 ㎡であった。写真３にＡ海

面における　　　　　　　　 を 主とする蛇尾類

とズワイガニを示す。

(21 G 海 面

富山県神通川沖の海底谷中軸邸であり。水深は

209 ～350 m の海面である。梅底は透 視度が１～

２ｍと悪く。厚い軟泥で復われており神通川によ

り運ばれた木やポリ袋が散在していた。 曳航式深

海ＴＶシステムにより1,a86.8 ㎡ が観察され｡198

枚の スティル写真が撮彫された｡この梅面における

優占種はクロゲングであり,その分布密度は1,116.24

咽体/1,000 ㎡と非常に 高い 値を示している。 ゲ



26

表１　　 表在性 メガロベントス目録

List of mega10 ・ epibenthos

PISCES

S αjり ｒｓjαｓp.　:　 ソ コガ ンギェイの １■

ぶli;Iｓｓｓ grigorjewi HERZENSTEIN　:　 ナガズヵ

Ｆ･itrosch。idtia fa ｙａｓｇｌｓｓｉｌ KATAYAMA　:　 ア ゴゲ ング

Xsy叨ｄｌs 知 加夕１・ ｇｓ MATSUBARA et IWAI　 ：　ア シナガ ゲング

１.　　Xa ｓｓｉａｉ JORDAN et THOMPSON　:　 タナカゲ ング

£．　　nakamurai  (TANAKA  ) ：　クロゲ冫 ゲ

Allolepis hollandi JORDAN ・t HUBBS　:　 ノロゲ ング

Ｐ夕remodon  vmtraiis SMITH et RADCL 】FFE　 ；　オニカクレウォ

？Trigiops  scepticus　GILBERT　:　 ニ ラミカジヵ

・ﾙ61/ βαｘ∂ｊｌｊ gibber　SAKAMOTO-  MATSUBARA　:　 セッパ リカ ジカ

Ｃ４ｒ！･procius track夕ｊｅsｓ Ｇ】LBERT ｅt BURKE　:　 ザ ラピクニ ン

Careproctk･s sp.　:　 コン５ ヤクウォ のー観

Liparid&e ｇｅｎ.sp.:　 クサウォ科の一種

jfゆ御客1似sａｉｌ鉗ds φ・ ｓ SCHMIDT　:　 アカ ガレ イ

j4clｓl加 扣1111 ｓｓｄｏｓゐ,1μSCHMIDT　:　 ウロコメカレ４

Tanakius  kitaha ・≪i (JORDAN et STARKS  ):　 ヤ ナギ ムシガレ イ

Gj夕μ∂ａ鯒ｓyｇｓ sUlltri （ＳＣＨＭＩＤＴ ）:　 ヒレグロ

HOLOTHURIOTDEA

Ｓｊｌｓａμｓdfs nozawai MITSUKURI　:　 ノザワ ミツマタ ナマコ

ECHINOIDEA

Strongylocent ・。jlj jｓaaXi ｓsａ,ｓ（Ｄ
ａ
）ＥＲＬＥＩＮ ）:　 サ ンリクォォ パフンウェ

？Brisaster latifro ・s  (A.AGASSIZ):　 キタチ キガマ モド キ

Schisasteridae ｇｅｎ. sp.:　 ブ ンブ クチャガマ科の 一種

ASTEROIDEA

゛CX 仰∂ぬｇ 鰔 ｃｒil鈿1 黻 （RETZIUS ）:　 スナイトマ キ

£ｊＭμ ゐaj1･・arcticus  (SARS): キタウスモ ミジ

£.　　　　 ｓｌｌ銅ｓlls FISHER　:　 ウ スモミジ

£s･idiaster oxyacanthus (SLAEDEN):　 ホソト ゲヒト デ

Henricia sp.　:　 ヒメヒト デの 一種

？Ｓａｊαｓlf j 》Qxillatus SLADEN　:　 ニチ リンヒトデ

Crossaster μゆ御ｓs･ｊ（ＬＩＮＮＥ″）:　 フサトゲエチリ ンヒトデ

0PH1UR0IDEA

*  Ophiura sarsii LUTKEN　:

Ophiuroidae gen. sp.:　 ク モヒトデ科 の一種

CRINOIDEA

Helimet ・α ｇ・αijij （ＬＥＡＣＨ ）:　 ヒゲウミシダ

unidentified crinoid

BRACHYURA

Ｃ朏ａｌａｇ㎡es  opiiio (O.  FABR1CIUS):　 ズワイガエ

゜Ｃ．　　　　 μ 加１１１ｓ（ ’ＲＡＴＨＢＵＮ ’） ； ベニ ズワ４ガエ

JAMSTECTR OEEPSEA RESEARCH  <1965)



ANOMURA

戸<jguru ぷａ誦ａｌｌｌｊｊＪ（ＢＲＡＮＤＴ ）:　 オホーツクホンヤドカ リ

Pagridae ｇｌｎ･ sp*　:　 ホンヤドカ り科の一種

MACRUR

Pandaite  hyps・ ａｌｌs BRANDT :　 トヤマエビ

゛Ｆ．　　& φΓeaiis KROYER　 ：　ホッ コクアカ エビ

Pan ゐtops  is japonicQ BLASS :　 モロト ゲアカエピ

゜ZJ6 ゐeus unaia ぷ*M5I$(RATHBUN):　 イ パラモヱピ属の一種

？Argis y ａ・ （ＯＷＥＮ ）:　 クロザコエピ・

゜j4.d 四ｊａｌａ RA1HBUN :　 ト ゲクロ ザコエピ

unidentified shrimp

CEPHALOPODA

召gｒりteuthi‘$ magisi が （ＢＥＲＲＹ）　 ；　ド スイカ

unidentified squid

SI,ljaacjo鈿ｓ ｓｐ･

GASTROPODA

Fusititc・ ∂ｒ畩ａｌａｌsis（ＲＥＤＦＩＥＬＤ ）:　 アヤポラ

X?∂reotrphon sp.　:　 アクキガ４科の一留

゛!qｓαiｓμm  tenuissimum  KUEODA ；　オオヱツチ。ウパイ

日゙．　　tsubai KURODA　 ：　ツパイ

゛jVIμｓｌ卯 ・ｇ,1ぷjｒiｓja（ＤＡＬＬ ）:　 チヂミェソボラ

NEMERTINEA

unidentified nemorteans

POLYCHAETA

？£■a etomomce  japonica　MCINTOSH : ニホンウロコムシ

ｕnjdexﾖtified po】ydlaetａ

COELENTERATA

ｕnid俔lliried ｓ● pen

Zj･加ｌｆ胴α 附･unicornis (VERRtLL): ダーリアイソギンチャク

unidentified ｓｅａ anemone A ―C

ＰＯＲ】FERA

unidentified sponge Ａ －Ｂ

●: α31】ｅｃtal spccies

ング科魚類としては他にノロゲング．アゴゲング，

タナカゲングが認められ． 分布密度はおのお の

96.46 個体/1,000 ㎡.31.00 個体/1.000 ㎡. 2.38

倒体/1,000 ㎡ であった． 長尾頬 の分布 密度は

130.52 倒体/1.000 ㎡を示しているが． その約88

％をホッコクアカエビが占めており．他はすべて

エビジャコ順である．写 真４にＧ 海面におけるク

ロゲングを示す。

13｝ Ｆ 海 面

富山県神通川沖の水深357 ～551  mの海而で。

海匠を覆っている軟泥は厚く，腹足類，甲般類の

這い跡が多く観察された。 この梅面は，全体的に

平たんであるが。部分的には比較的大きな凹凸があ

り。小穴が散在していた。曳航式深海Ｔ Ｖシステ



表２　　主要蘖勧グループの分布密度（咽体/1.000 ㎡）

Population densities （Ｎ。｡/1,000 ㎡）・ｆ major animal groups

in each TV &  photographic station.

Stat10ns

depth range

A

220 －29皿n

G

292 －

350m

F

35? －

551m

B

458 －740m

E

707 －
838m

D

960 －

1084m

C

1042-

1096m

CQejente1叭4

Saa2mone 6.15 2.16 5.86 2127 1 1.94 S.21 7.62

M011UCa

GaStropoda 4.10 1.44 6£4 5.36 ４４１ 5.21 762

CyUSta卯a

MaCrUra

Anomura

Brachyura

2086

43.79

513

130､52

5.77

15.86

17204

3845

52.78

1？0.66

4.02

7.20

73.46

－

7.79

90,05

－

75j4

208､81

－

13.63

gChlnodenlata

Crinoidea

A 吮erQldea

Ophiuroidia

－

13.34

゛2316670

－

2.16

11.54

0.33

58.00

－

62.97

17.92

゛10253.00

－

187.17

－

－

17.15

－

－

21.25

－

Plse蜘

Zoarcidae

Uparld助

Cottidae

PleurQneclidae

8.55

－

0.34

12.31

1244.59

0.72

8j5

213.74

0.98

2.61

－

130.47

5.69

9.04

－

79.95

1.04

－

－

151.00

0.61

7.04

－

154.07

－

2.31

－

* photographs

ムでは3.069.1 ㎡のＴｖ両像と323 枚の スティル

写真を得た．魚類としては．ゲング科魚順が多く

なかでもノロゲングが150.21 佃体/1,000 ㎡の分

布密度を示し．次いでアゴゲングが10.7 個体/

1,000 ㎡を示した．短尾類としてはズワイガエと

ベニズワイガエが観察され，おのおのの 分布密度

は5.54 個体/1,000 ㎡. 47.24 個体/1,000 ㎡であ

った，ズワイガニは420m 以浅の地点だけで確認

され．その地点だけの分布密度を計算すると34H)

咽体/1,000 ㎡という値になる．艮 尾類としては，

ホッコクアカエビが主に観察されたが． エピ ジヤ

コ類の分布密度は27.04 個体／1,000㎡を示した。

異足鷲は水深500 ～550 m の地点で最も多く観察

され。腹足類としてはツパイが多い傾向を示した。

写真５にＦ海面におけるホッコクアカエビを示す。

（4） Ｂ 海 面

石川県小木南沖の水深458 ～740  mの海面であ

ある。水深600 m 付近および700 m 付近に緑褐色

の軟泥に覆われた崖が存在するが他は比較的平た

んな海底で, 透視度は７～８ｍと良好である。曳航

式 深海Ｔ Ｖシステムでは5,970.9 ㎡を観察 記録し，

472 枚のスティル写真を扱彫した。ズワ イガニは



水深585 m 以浅で認められたため｡分布密度は0.7

偶体/1,000 ㎡と低い債であるが，水深585 m 以

浅に限ると1.93 倒体/1.000 ㎡を示す。 ベニズワ

イガニの分布密度は6.4 個体/1.000 ㎡であり，崖

郎付近に甲幅約30～50m/ ｍ の未成体が多く棲息

する傾向が認められた。 長尾順の分布密度は17茄

個体/1.000 m と高いが｡その約32％がエビジャコ

類である。そしてスティル写輿によると水深560

m 以深では £1昴ｓj μnatoskensis が多く。それ

以浅ではホッコクアカエビが多いようであった。

この 海面の 水深470 ～530 m には63.07 個体 ／

1,000 ㎡の分布密度を示すピゲウミシダを主とす

るウミシダ順と1,0253.00 個体/1,000 ㎡と 高 い

分布密度を示す0  phiura sarsii を主とする蛇尾

類が多く棲息していた。観察された魚類の約8251S

をノロゲングが占めその分布密度は119.58 図体

/1.000 ㎡であり 次いでアゴゲングが8.54 倒体/

1,000 ㎡｡ ザラピクニンが5.69 個体/1,000 ㎡を

示した。そしてザラピクニｙはウミシダ煩が多い

場所に多く棲息している傾向があった。写輿６に

Ｂ梅面におけるノロゲングを示す。

(5)E 海 面

富山県生地鼻西沖の水深707 ～838m の海面で

緑掲色の厚い軟泥で覆われた梅底であった。 曳航

式深海ＴＶシステ ムでは3.852.2 ㎡ が観察され，

254 のスティル写真が撮影された。 この海面で

は侮星類の分布密度が高く187.17 個体/1.000 ㎡

を示し，その約98％はスナイトマキであった。短

尾類はすべてベニズワイガニの成体であり，分布

密度は7.79 倒体/1,000 ㎡と比較的低い値を示 し

ている。 長尾類としては £φ臨･ｊ unalaskensis

が多く。分布宙度は69､83 個体/IJ)00 ㎡を示し。

トゲクロザコエピは3.63 個体/1,000 ㎡と他の 梅

面に比ぺて少なく％～‰程度の値である。魚類と

してはノロゲングが多くその分布密度は67.75 個

体/1.000 ㎡であった。ツパイ。オオエッチａウバ

イ。チヂミエソポ ラを含む腹足類は他の梅面と同

様その分布密度は4.41 個体/1,000 ㎡と低い値で

ある。 写真７にＥ海面|こおけるベニズワイガニを

示す。

16) Ｄ 海 面

富山湾中央郎の水探960 ～ 】,084 mの 海面であ

り。曳航式深海ＴＶシステムによる調査面 積 は

3,265.0㎡であり｡384  & の スティル写輿を得た。

今回の調査測線の約14にあたる水深960 ～1,060

m にかけて平均斜度約10度の斜面があるが。他は

比較的なだらかな海底である。海底は，緑褐色の

軟泥に覆われているが他の海 面Ｒ:比べて軟泥層は

薄めである。 表２に示す短尾鷲はすべてベニ ズワ

イガニであり｡245 個体が観察され。その約98％

にあたる24個体が甲輻30 ～50mm の未成体であっ

た。この梅而のべふズワイガニの分布密度は75.04

個体/1,000 ㎡と高い値であるが。 特に水深960

～1,030  m の斜面( 崖) 郎に多く。斜面部の分布

密度は141.89 個体/1,000 afを示した。艮尼類と

してはLebbeus  unaiaskensis とトゲクロザコエ

ピが主であり｡Lebbeus ｎ α/･ask en sisはその約62

％を占めていた。 魚類としてはゲング類が多くゲ

ング類の約97.6  % がノロゲングである。写IX8 に

Ｄ海面におけるツバイを示す。

17}C 海 面

石川県能登島野崎東沖の水深1.042 ～1,096 m

の梅面である。梅底は平らではあるが小規梗な凹

凸があり。緑栂色の飲泥で厚く置われており，多

くの深海生物の違い跡や小穴が認められた。 曳航

式深海ＴＶシステムでは4.329.3 ㎡を観察し｡188

枚の スティル写奥を撮影した。短尼類はすべて ベ

ニズワイガふであり。成体と甲幅30～50mm 裡度

の未成体との割り合いはほぼ半々であり，成体は

甲幅100 mm 以上の雄のみが観察された。 艮尾鷲

としては £砧臨･s unalaskensis が多く， その分

布密度は168.26 個体/1.000 ㎡を示した。 今回の

調査で推定された富山湾の有用水産生物であるホ

ッコクアカエビの分布密度は70～120 個体/1,(XX)

㎡であると推定されることからも，このエピは注

目に値すると思われる。 魚類としてはゲング黷が

多‘く，分布密度は154.07 個体/1,000 ㎡を示し。

なかでもノロゲングがその約94.5  % を占めて い

た。ツ バイ，オオエッチ，ウパイを含む腹足飯の

分布密度は6.01 個体/1,000 ㎡ を示している。 写

真９にＣ海而におけるダーリアイソギンチ ャクと

£ｆ昴ｓs unaiaskensis を示す。

3.2　 主要表在恤メガロベントス

(11 腹 足 類

今回の綢査において，腹足類の分布密度は1.44

～6.84 個体/),000 ㎡という低い値を示している。



しか しながらツ バイ． オオエ ッチ･1 ウベイ． チ ヂ

ミェ ソボラなど腹 足類は 篇山湾 の有用 水産生物で

あり． ここ 数年富山県 だけで も年間約250 ～350

t が 漁獲 されてい る． 「しんかい2000 」によ る

潜航調査で は．腹足類の這い跡 が多 く認められ た

が， 海底 上を違 っている状態で 観察 された例は少

な く， そ れらは殼に軟泥 を乗せてい るものが多か

ったこ とから，通常は飲泥中に生息 している もの

と推 定される． また． 曳航式深 海Ｔ Ｖシ ステ ムに

よ るＴ Ｖ画像では． その色調 の点か らして も腹足

類 の個体数を正確に計数 するのは困 難であ る． そ

れゆえ．実 際の 分布密度 はよ り高い ものと 推定さ

れ る． 今回 の調 査では． ツ バイは320 m 以 深. オ

オエッチ ュウパイは700 m 以 深で 記録された．輹

足頚の違い 跡は写 輿８に示すように 両側が ややも

り 上り．中 央部 が滑らかな帯状 を呈するため， 他

の深 海生物 の這い跡とは容 易に区別 するこ とがで

きる．

12】 艮 尾 類

長尾類 の分布密度は20.86 ～208.81 個体/IXXX ）

㎡と海面によりそ の差が 著しい． 曳航 式深海TV

システムのＴＶ 画像や ステ ィル写真に より長 尾頬

の同 定を行 うこ とは，解 像度の点から困 難を伴う．

しかし． 今回の調 査では エビ ジャコ顛 と他 の長尾

類とを判 別するこ とがで き． おのお のの個 体数を

計数することは 可能であ っ た。 Ｅ海 而におけ るエ

ビ ジャコ類の分布密度は3.63 個体/1,000 ㎡ と低

い が， エビジャコ類のみ が観察 され たＡ海 面（た

だ し， 潜航凋査で は観察 されて いる. ）および 他の

海面のエ ビジャコ類の分布密度は15.14 ～40.65 個

体/1,000 ㎡という値を 示し た． しかし，エ ビジャ

コ類は半ば 軟泥中|こ潜り込 み生息して いることが

多 いこと， また． 体色が 海底の色と類似して いる

ため． 曳航式深海Ｔ Ｖ システ ム|こよ るＴ Ｖ両像か

ら判別しに くいこ とな どの理由 によ り，実際 の分

布密度はよ り高い もの と推定 される． エビ ジャコ

類 の違い跡は写真10 に示 すよう に，そ の両側およ

び中心 が複雑な 形状を 呈して いる． この這い跡が

海底 の小穴 から 放射状に広がり， 他の 小穴と も連

結 されてい る状態 も観察 された． 曳航 式深海TV

システ ムのステ ィル写 真と採集された標本 から．

ホッコクアカエビは510 m 以 洩,Z.1 昴茆j&4 吮2ぬ2.

ｊゐ助s,‘ｊが500 m 以 深で 認 められ， £1昴邨ぶ μ呎7-

／αskensisは特1と700 m 以深で高い分布密度を示

す傾向にあった。

（3） 短 尾 顛

今回の調査で確砲された短尾鷲はズワイガエと

ベニズワイガエのみである。ズワイガエは，Ｂ海

面の水深542m で観察された例が最深であり，ベ

ニズワイガユはＦ海而の水深480m の個体が最浅

であった。ズワイガユ，ベニズワイガニとも，斜

而部にその分布密度が高い傾向 を示し，特にベニ

ズワ イガニの 甲 橘30 ～50 ・ 程度の 未成体は多

い傾向を示した。ズワイガニとベニズワイガニが

混在した海面はＢ海而とＦ海而であり。おのおの

のベニズワイガエの 分布密度は6.53 個体/1.000

㎡，47.25 個体/1.000 ㎡を示した。ズワイガエ。

ベニズワイガニは曳航式深海Ｔｖ システムによる

ＴＶ画像から判別が容易にでき。 分布密度の精度

は高いものと考えられる。今回の調査では甲幅60

～80m 洵1以下の ベニズワイガニについて，雌雄

を判別することは極めて困難であったが，Ｃおよ

びＥ海而においては。甲幅100m/ 釉以 上の 雄 が

多く. B.  D およびＦ梅面においては少ないとい

う傾向が認められたことは興味深い。観察された

ズワイガニおよびベニズワイガニはおのおの58 個

体および518 個体であり。 分布密度は2.34 個体/

1,000 ㎡および20.81 個体/1,000 という値を示し

た。

（4） 魚　　 類

全海面|と出現した魚類はゲング抖に属するもの

であり。中でもノロゲング（ 洫ａ りμ を合む）

は多く。 クロゲングが優占種であったＧ梅面およ

びノロゲングとアゴゲングの比率がほぽ１対１で

あったＡ梅面を除くと。その80 ～95％をノロゲン

グが占めていた。今回の調査から富山湾漸深海帯

におけるノロゲングの分布密度は100.98 個 体/

1.000 ㎡と推定された。写真Ｈおよび与真12に示す

ように， タナカゲングとアゴゲングは原因は不明

であるが尾を左 巻きもしくは右巻きにして海底に

静止している状態で観察された。セッパリカジカ

は。潜航調査を含めると全海而で認められ，カレ

イ類は水深350  m以浅のＡおよびＧ海面でのみ観

察された。今回の調査ではノロゲング。アゴゲン

グおよびセッパリカジカは水深220 m 以深で，ク

ロゲｙゲは水探280m 以深で観察された。



図４は，今回の調在で確認された主要な 表在性　 あり。 従来から指摘されている ’Ｓび＆7Xり ’の

メガロベソトスの 垂直分布を，沖山6）の富山湾にお　 特性がうかがわれる。

ける咀甓エビ・ベイ類の 生息帯凶に縊ねたもので

4. お わ り に

海生生物は光に対して 反応を示すものが多く．

生態観察をする鳩合．Ｔ Ｖをモニターに使川して

シャッターチャンスを探 るといった方法をとるこ

とはできないとされてい るj）

しかし「しんかい2000 」による潜航調査の際．

深海城における表在性メガロベントス（魚類．叩

般類，棘皮動物など）は，連続光で異常行動を示

す例は少なく，種によっては，深海カメラ用スト

ロボ光に反応を示すこと が確認された． また，深

海生物は光よりも音に対して敏感であるように思

われる（「しんかい2000 」潜航長，井田iE 比 占

氏私信）．

今回の曳航式深梅ＴＶシステムにより観察記録さ

れた表在性メガロベｙト スは従来知られている富

山湾の主要なものをほと んど含んでいることから
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凶２　富山湾における主要衣在性メガロベント スの垂直分布

Vertical distribution of major mega  I o―epi bent hos

in Toyama Bay

も連続光を使用して深海生物の生態観察を行うこ

とが必ずしも不適当であるとは言えない．

深海カメラによる表在性メガロベントス調在以

上に深海Ｔ Ｖによる調査には解像度が落ちるとい

う大きなデメリットもあるが，今回突施した調査

のように．深梅カメラを併用することにより，ま

た，榊水調介船による潜航祠査を併川することに

より，そのデメリットを十分カバーすることが可

能となる．その他．曳航式深海ＴＶシステムによ

る深海生物調査には，深海カメラ|こよる調杳と同

様生のサンプリングができないこと．内在性のも

のが扱えないことなどの限界があることは確かで

ある．しかし．深海カメラによる調査に比べて格

段|こ広い面積を精度良く．比較的容Ｍに観察記録

することができるという大きなメリットがある．

曳航式深海ＴＶシステムによる深海生物調査は，



その対象生物が大型であり，かつ，形態や色彩に

特徴があるものであれば。従来の手法で得られた

データを哺足することにより，一つの有効な調査

手法となり得ると考えられる。

富山湾における深海生物に関するデータは極め

て少ないため。今後，従来の手法による剥査を含

むさらに畔細な調在が実施されることを期待した

1丶。

本報告をまとめるにあたり。週切な助言を惜し

まれなかった東京大学海洋研究所　太田　秀博士

東京水産大学 奥谷 喬司博士に深謝の意を表す

る。

なお。富山湾の 「しんかい2000 」による榊航

調査は，科学技術庁の科学技術振興調整賢|こよる

「海洋生物資源の生窟能力と海洋環境|こ関 する研

究」の一環として笑施された ものである。
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borcait･s（F ｓlle／183m ）

‘jμ17　 ベニズリイ ガーこの雄（Ｅ洵1111.789m ）

deep ｓt` il xllｗ;li cr;lb， Qiioweceies

戸pafllご・ｊ　　 （Ｅ － ｓllc，7 叨 ｍ ）

３ ４

町 貞６　ノロ ゲング（Ｂ洶||li，650 m ）

ａ･(pouts , Alioiepis  hollandi,  (  B・ site-, 650 m ）

町･.゚ t8　･ ｙ・ヽイ（| ）淘 凶i. ９ ９ｍ 〕

da･p ｓl‘il K<isirup(-ds ，

βｓαIIｓμ閇X ぷubtn匸

（| ） ｓIIc ， 9sｑ ｍ ）

JAMSTECTR ＤＥＥＰＳＥＡ ＲＥＳＥＡＲＣＨ （1９85Ｊ



町 真 ９　 ダーリｙ イソギンチャクと ハサ ミ

エヒ’（？）IC 洵111j，1087m ）

ｓｅａ ａＲｎｌ･･ne ， £夕抑ｌｆ躅ｇ

muflicornt ぷ 踊･♪鈿jメ ㎡'ai

sゐｎ･躙♪. （ Ｃ － ｓilc， 1087  m  ;

町貞10 トゲクロザコエビと姐い跡｛Ｂ淘1111 700m｝

cransonid shrimp.  Argts dmtala ;lnd
the lrjla2.（Ｂ－ｓilc ， 70U m ）

町a11　 タ ナカ ゲ ング （Ｈ洵lf11　520  m)

cclpoul ， £μα加 細ｓｓ轟gi μ Γ面

ＪＯＲＤＡＮ cl ＴＨ Ｏ&ＩＰＳＯＮ ．（ Ｂ　site ５２１ｍ ）

JAMSTECTR DEEPSEA ＲＥＳＥＡＲＣＨ （1985）

町以12　アゴゲング（Ａ海而280m ）

eclpoul , Petroshmidti･a toyamaensis
（Λ　ｓite 280m ）
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